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協会オリジナル手帳アンケート結果
会員さんにより良く、使いやすい協会オリジナル手帳を作成する
ために、令和４年１１月に実施した手帳アンケートの結果です。この
アンケート結果を元に令和６年の協会オリジナル手帳を作成致しま
す。

２０２４年版協会
オリジナル
カレンダー販売

協会カレンダー委員会が、写真撮影や解説
等、制作に１年間手掛けたオリジナルカレンダ
ーです。
会 員 価 格：６００円（税別）
一 般 価 格：７００円（税別）１部

（最少ロット１０部、送料別途）
申込締切日：９月１５日㈮まで

申し込み用紙を同封しています。



（2）緑 化 通 信2023年（令和５年）8月25日 金曜日（第500号）

令
和
５
年
６
月
２２
日
㈭
１３
時

３０
分
か
ら
協
会
会
議
室
に
お
い

て
理
事
１３
名
、
監
事
３
名
及
び

事
務
局
出
席
の
も
と
第
４
回
理

事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

⑴

令
和
５
年
度
前
期
監
査
報

告
に
つ
い
て

岡
部
監
事
よ
り
前
期
監
査
に

つ
い
て
概
ね
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
と
の
報
告
が
さ
れ
た
。

⑵

連
絡
調
整
会
議
に
つ
い
て

５
月
に
開
催
さ
れ
た
連
絡
調

整
会
議
に
つ
い
て
報
告
が
さ

れ
、
サ
ポ
ー
ト
会
員
に
つ
い
て

の
意
見
が
出
て
い
る
が
、
今
後

の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
総
会
で
も
質
問
が
出

て
い
た
が
、
会
員
が
何
名
に

な
っ
た
ら
協
会
運
営
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
に
な
る
の
か
に
つ

い
て
、
会
員
が
４
０
０
名
を

切
っ
て
く
る
と
現
状
の
ま
ま
の

体
制
だ
と
協
会
運
営
に
支
障
が

出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
意

見
が
あ
っ
た
。

⑶

来
年
の
通
常
総
会
に
つ
い

て

ブ
ロ
ッ
ク
総
会
に
つ
い
て
、

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
協
議

し
て
お
り
、
金
岡
又
右
衛
門
氏

に
講
師
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

本
部
か
ら
は
２
０
２
７
年
国

際
園
芸
博
覧
会
の
機
運
醸
成
に

む
け
た
講
演
と
合
わ
せ
て
２
部

構
成
で
お
願
い
し
た
い
と
の
意

見
も
あ
り
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
も
含
め
て
、
役
員
改
選

も
あ
る
こ
と
か
ら
業
務
執
行
理

事
会
で
正
式
決
定
す
る
こ
と
と

し
た
。

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
、
知
事
、
市
長
、
議
員
等
の

人
選
を
検
討
中
で
あ
る
。

⑷

２
０
２
７
国
際
園
芸
博
覧

会
に
つ
い
て

１
〜
２
週
間
に
１
回
は
国
際

園
芸
博
覧
会
協
会
と
打
合
せ
を

行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、

色
々
と
遅
れ
が
出
て
い
る
状
態

で
あ
る
。

緑
化
団
体
の
一
団
体
と
し

て
、
植
木
協
会
も
出
展
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
立
場
で

責
任
が
あ
る
と

考
え
る
。
制
作

費
や
要
員
等
が

必
要
な
こ
と
よ

り
出
益
費
が
掛

か
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
る
の

で
、
引
き
続
き

よ
い
策
を
検
討

し
て
い
き
た

い
。国

際
園
芸
博

覧
会
協
会
よ

り
、
今
後
、
盛
り
上
げ
る
た
め

に
緑
化
通
信
に
花
博
の
公
式
ロ

ゴ
マ
ー
ク
や
、
花
博
関
連
の
記

事
等
も
提
供
し
て
く
れ
る
と
の

こ
と
。
ま
た
、
講
演
の
場
合
も

講
師
を
派
遣
し
て
く
れ
る
と
の

こ
と
で
す
。

そ
の
他
理
事
か
ら
の
質
問
は

以
下
。

Ｑ

ブ
ー
ス
に
お
い
て
の
物
販

等
は
で
き
る
の
か
。

Ａ

確
約
は
で
き
な
い
が
、
物

販
等
も
で
き
る
と
思
う
。

Ｑ

出
展
を
し
て
い
く
と
な
っ

た
場
合
、
新
た
に
委
員
会
を

作
る
の
か
、
部
会
に
協
力
を

求
め
て
い
く
の
か
。

Ａ

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
博
覧

会
委
員
会
が
で
き
あ
が
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
中
で
実
施

し
て
い
く
の
も
可
能
か
と
は

考
え
る
。
ま
た
、
相
当
な
人

数
が
必
要
と
考
え
る
。

Ｑ

出
展
の
際
に
か
か
る
費
用

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

Ａ

前
回
の
浜
名
湖
博
の
際
は

２０
年
前
の
こ
と
で
あ
り
、
詳

し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が

苗
木
等
の
販
売
収
益
の
中
か

ら
出
益
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ

た
と
思
う
が
、
協
会
も
資
金

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
協
会
も
資
金
面
で
協
力

し
た
と
思
う
。
現
在
の
状
況

と
違
う
と
思
う
。

資
金
的
な
問
題
も
考
え
ら

れ
る
が
、
理
事
か
ら
の
反
対

意
見
も
な
く
植
木
協
会
と
し

て
花
博
に
出
展
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。

⑸

そ
の
他

他
団
体
の
総
会
や
懇
親
会
に

出
席
し
た
報
告
が
あ
り
、
今

後
、
他
団
体
と
何
か
収
益
事
業

を
考
え
て
行
き
た
い
等
の
意
見

が
あ
が
っ
た
。

６
月
２８
日
㈬
〜
２９
日

㈭
に
新
潟
県
に
て
令
和

５
年
度
植
生
管
理
士
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

心
配
し
て
い
た
雨
も
、

調
査
中
は
ほ
ぼ
降
る
こ

と
も
な
く
無
事
調
査
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。初

日
は
、
新
潟
県
の

日
本
海
側
の
植
生
を
調

査
す
る
た
め
に
国
上
山

（
く
が
み
や
ま
）へ
登
っ

て
ブ
ナ
林
を
調
査
し
、

そ
の
後
、
弥
彦
神
社
の

万
葉
の
道
を
散
策
し
ま

し
た
。

２
日
目
は
湿
性
植
生

を
調
査
す
る
為
に
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
へ
登
録
さ
れ
て
い
る
佐
潟

へ
行
き
、
そ
の
後
、
海
岸
へ
移

動
し
て
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
や
コ
ウ

ボ
ウ
ム
ギ
な
ど
の
海
岸
の
植
生

を
調
査
し
ま
し
た
。
昼
食
後
に

は
㈱
畠
山
種
苗
園
の

圃
場
を
視
察
し
ま
し

た
。今

回
も
多
く
の

方
々
に
全
国
か
ら
参

加
し
て
い
た
だ
き
、

実
際
に
植
物
に
触
れ

て
新
潟
ら
し
い
様
々

な
植
生
を
学
ぶ
事
が

で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
来
年
度
も
ど
こ

か
の
県
で
開
催
予
定

で
す
の
で
興
味
を
お

持
ち
の
方
は
是
非
ご

参
加
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
今
年
度

も
７
月
１１
日
〜
１２
日
の
２
日
間

２
部
会
に
よ
る
合
同
研
修
会
を

長
野
県
松
本
市
周
辺
と
白
馬
市

周
辺
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
３９
名
で
す
。
初
日
は

３
か
所
を
視
察
し
、
翌
日
は
１

か
所
合
計
４
か
所
の
視
察
と
講

師
に
よ
る
講
演
会
が
今
回
の
研

修
会
の
概
要
で
す
。

当
日
１１
時
５０
分
に
松
本
駅
に

集
合
し
最
初
の
研
修
先
で
あ
る

百
瀬
苗
圃
様
に
向
か
い
ま
し

た
。
百
瀬
苗
圃
様
で
最
初
カ
ラ

マ
ツ
の
山
苗
露
地
生
産
の
畑
を

案
内
し
て
い
た
だ
き
、
２
か
所

目
は
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
畑
及

び
コ
ン
テ
ナ
生
産
に
用
い
る
最

新
の
機
械
の
仕
様
等
を
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
か
所
目
の
視
察
先
の
㈱
丸

八
種
苗
園
に
向
か
い
ま
し
た
。

㈱
丸
八
種
苗
園
様
は
樹
木
の
露

地
生
産
・
コ
ン
テ
ナ
苗
・
山
林

種
苗
苗
の
生
産
を
し
て
い
る
圃

場
を
上
条
さ
ん
の
案
内
で
視
察

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
代

表
の
上
条
さ
ん
の
案
内
で
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
等
緑
化
樹
の
ポ
ッ
ト
生

産
を
さ
れ
て
い
る
圃
場
と
会
社

に
隣
接
し
て
い
る
カ

ラ
ー
リ
ー
フ
や
新
樹

種
等
を
生
産
し
て
い

る
圃
場
の
２
か
所
を

視
察
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

㈱
丸
八
種
苗
様
の

視
察
を
終
え
次
に
１

時
間
ほ
ど
移
動
し
、

ラ
・
カ
ス
タ
ナ
チ
ュ

ラ
ル
ヒ
ー
ル
ン
グ
ガ

ー
デ
ン
に
向
か
い
ま

し
た
。
本
来
な
ら
団

体
で
の
視
察
は
受
け

入
れ
不
可
な
の
で
す

が
、
今
回
は
植
物
を

取
り
扱
う
団
体
の
視

察
な
の
で
、
特
別
に

視
察
を
受
け
入
れ
て

頂
き
ま
し
た
。
到
着

後
ガ
ー
デ
ン
デ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン
長
の
山
下
さ

ん
に
ガ
ー
デ
ン
の
生

い
立
ち
や
、
植
栽
さ
れ
て
い
る

植
物
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
視

察
が
始
ま
り
ま
し
た
。
コ
ニ

フ
ァ
ー
類
や
ギ
ボ
ウ
シ
等
の
宿

根
草
が
多
数
植
栽
さ
れ
て
お

り
、
庭
園
の
管
理
も
非
常
に
行

き
届
い
て
お
り
目
を
引
く
庭
園

で
し
た
。
地
域
柄
冬
場
に
越
冬

が
難
し
い
樹
種
は
温
室
に
避
難

さ
せ
翌
春
に
再
び
庭
園
に
戻
す

作
業
し
て
い
る
等
の
説
明
も
受

け
ま
し
た
。

庭
園
を
所
有
し
て
い
る
ア
ル

ペ
ン
ロ
ー
ゼ
㈱
様
は
ア
ロ
マ
や

化
粧
品
な
ど
を
生
産
さ
れ
て
い

る
の
で
、
原
料
に
な
る
香
り
の

す
る
植
物
も
多
数
植
栽
さ
れ
て

い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
１

時
間
１５
分
滞
在
し
た
後
、
宿
泊

先
及
び
研
修
会
場
の
黒
部
観
光

ホ
テ
ル
に
向
か
い
ま
し
た
。

講
演
会
の
講
師
は
㈱
岩
岳
リ

ゾ
ー
ト
の
和
田
代
表
取
締
役

で
、
講
演
内
容
は
現
在
保
有
し

て
い
る
商
品
を
売
れ
な
い
か
ら

安
く
売
る
等
、
過
当
競
争
に
な

り
が
ち
な
事
業
を
着
眼
点
の
変

更
や
外
部
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

等
を
取
り
入
れ
経
営
改
善
し
て

い
く
内
容
で
し
た
。
今
回
は
ス

キ
ー
場
を
事
例
と
し
た
講
演
内

容
で
し
た
が
、
私
た
ち
の
業
界

で
も
実
践
で
き
る
ア
ド
バ
イ
ス

等
も
あ
り
充
実
し
た
講
演
会
が

開
催
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

翌
日
は
８
時
に
ホ
テ
ル
を
出

発
し
最
終
の
研
修
先
白
馬
村
の

標
高
１
、５
０
０
ｍ
白
馬
五
竜

高
山
植
物
園
に
向
か
い
ま
し

た
。
植
物
園
内
は
自
由
散
策
と

し
各
々
が
関
心
あ
る
植
物
等
の

観
察
や
有
名
な
地
蔵
ケ
ル
ン
ま

で
の
登
っ
た
会
員
は
北
ア
ル
プ

ス
の
雄
大
な
風
景
を
堪
能
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
丁
度
コ
マ
ク

サ
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、
目
玉

で
あ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
青
い
ケ
シ

等
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
山
の
天
気
は
突
然
変
わ

る
の
で
、
天
候
悪
化
の
影
響
で

視
察
時
間
を
１
時
間
短
縮
し
て

の
下
山
と
な
り
ま
し
た
。

１
時
間
短
縮
し
た
の
で
急
遽

大
王
わ
さ
び
園
の
視
察
を
追
加

し
無
事
合
同
研
修
会
は
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

２
部
会
合
同
研

修
会
開
催
に
あ
た

り
、
研
修
先
等
皆

様
の
お
か
げ
で
今

回
の
研
修
会
も
一

部
天
候
は
悪
く
視

察
時
間
短
縮
等
も
あ
り
ま
し
た

が
、
事
故
も
な
く
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

皆
様
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
後
に
２

年
間
２
部
会
合
同
で
研
修
会
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
参
加

人
数
等
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

植
生
調
査
委
員
会

㈱丸八種苗園 上条祐一郎さん

和田寛さんによる勉強会

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

２
０
２
３
年
度

コ
ン
テ
ナ
・
新
樹
種
部
会

合
同
研
修
会
報
告

令
和
５
年
度
植
生
管
理
士

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
報
告

第
４
回
理
事
会
を
開
催

第
４
回
理
事
会
を
開
催

副
委
員
長

菅
原

英
典

㈱
み
ち
の
く
ビ
オ
ト
ー
プ
（
岩
手
県
）

新
樹
種
部
会
技
術
研
修
員
会

委
員
長

小
島

幹
央

㈱
京
都
芳
樹
園
（
京
都
府
）

集合写真 佐潟をバックにハイポーズ

集合写真 ラ・カスタナチュラルヒールングガーデン

ヒマラヤの青いケシ

国上山山頂でレクチャー

白馬五竜高山植物園地蔵
ケルンでの鵜飼さん母子

㈲百瀬苗圃 カラマツ１年生苗木畑
百瀬直明さん

熱心に植生を学ぶ受講生
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シリーズ 社 紹介さ 紹紹さささんん

大森畜産(有)緑化部
ルポ

No.18

東京都（府中市）

府中の畑と他はどこに？
何を生産しているのですか？

一憲さん：「他には千葉県君津市に亀山農場がありま
す。府中の畑は、挿し木をしたり実生から発芽させる
繁殖の畑で、君津の畑は、府中で発芽させた苗を育て
る畑です。君津で大きな鉢に入れ替えて出荷するとい
うスタイルです。主に地被植物、グランドカバー、か
ん木の中低木等を生産していて、今は種類を整理して
３０種類程度です。生産が７割で卸が３割程度です」。

生産はどんなものを？
一憲さん：「思い切ってチャレンジすることは難しい
ので売れ筋のモノを作っています。今は大鉢のモノ
や、見栄えがするモノを生産したりと、特に品質にも
こだわって経営は変わらないよう頑張っています」。

君津にもよく行かれるのですか？
一憲さん：「妻と週に１回程はアクアラインで行って
ますが、君津にはパートさんが５人おり、自分達で次々
と考えてくれますし、各々が責任を持って作業をし、
機械も使いこなせるので、ほとんど任せています」。

従業員さんが優秀だと楽ができますね（笑）！
一憲さん：「本当にすごい従業員さんたちなんです。
任せるには、長い目で見て失敗してもそこは絶対に言
わないです。若い人だったら言うでしょうが、４，５０代
の方は失敗したら自分が一番分かります。丸投げです
（笑）。そうすると自分で考えて責任もって行動して
くれます。逆に私を動かそうとするんです。“社長、
いつまでに〇〇買っといてください、土をどうこうし
といて下さい”と、尻を叩かれています」…みな爆笑！

社長は常に人を育てているということです
ね？

まさみさん：「社長は人にやる気や自信を持たせるプ
ロなんです。私も全く初めてのことをどんどんやらさ
れて…いつの間にか何でもやるようになりました。こ
のままだと４トントラックも乗らされそうです（笑）
一憲さん：「女性の人はと、言ってはいけないのかも
しれないけど、女性の方は、任せると重機でも何でも
本当にちゃんと出来るんです」
まさみさん：「私は、気を回してしまい自分が先に動
いてしまうのですが、社長はみなに“出来るよ！”と
言って何でもやらせます。そういう信頼と、長い目で
見守って、“人を育てる”という手腕はすごいです」
…本当に社長の一憲さんはすごい方ですね。

まさみさんもずっと一緒に植木屋さんのお
仕事をしてるのですか？

まさみさん：「はい。結婚当初は君津に住んでいたの
で亀山農場で１５年間仕事をして、子どもが中学に入る
タイミングで府中に来ました。今の私の仕事は主に受
発注です。自社にないものは探して見積ります。君津
と府中の畑の在庫管理等の事務作業をしながら、従業
員さんの仕事の手配を考えることが私の役目です」。
一憲さん：「僕は経営や経理がメインなので、妻は全
体の在庫や畑の状況は私よりも詳しいです」と、すご
く奥様を褒めていました。

主婦業も母業もお仕事もと、すごいですね！
まさみさん：「いえいえ、ヘマばっかりでやらかして
います（笑）。畑で電話注文を聞いても忘れるので、“２
つ以上は覚えられません。後ほど電話します！”と正
直に言っています（笑）」と言う。対面では会ったこと
のない造園屋さんでも長いお付き合いで、いい信頼関
係が出来ているそう。しかも、まさみさんは全くの畑
違いの仕事をされていたと言うから驚きです。

すべてを上手くこなすコツは？
まさみさん：「自我が強いと仕事が回りません。仕事
で“千葉行くよ”って言われれば、“そっか”と思っ
て行きます。子育てもベビーカーを畑に置けたし、授
乳しながら発注の電話に出たりとかありましたが、そ
れでも社長に“子どもとずっと一緒に居られてよかっ
たでしょ？”と言われると「あ、そっか、良かったの
か」って思うようにしています。いつもこんな感じに
まとめられてしまうんです（笑）」と面白く可笑しく話
してくれましたが、本当はとっても大変だったことだ
と分かります。

今まで苦労されたことはどんなことですか？
一憲さん：「以前のように公共工事緑化のいい時期が
来ると、“明けない夜はない”のように思っていた時
は辛かったです。でもある時、会社や業種が社会状況
に合わせないといけないと考え直すことが出来た時か
らは気持ちが楽になりました。頭のシフトを変えて、
稲作やシイタケ作りを始めたり、気持ちが前向きにな
りました。また、最近は植木市場にも卸しています。
市場は自分のタイミングで売れますし、徐々にコミュ
ニケ―ションも出来てよかったです」。

将来的にはどのように考えてますか？
一憲さん：僕も妻も年齢を考えると出来る範囲でほど
ほどに頑張っています。私たちが今出来ることは、跡
継ぎの問題は抜きにして、誰かがもし“やりたい”と
言われたときに、“やってみれば”と言える状態には
しておきたいです。周りに流されずに、日本の風土に
合った造園に耐えられるものを作っていきたいです。
売ったら終わりでなく植物は生き物ですから長い目で
いいものを皆さんに届けたいと思っています。それが
植木業界の信頼にも関わります」。

具体的にはどんな計画を？
一憲さん：「今、ハウスの立て替えや出荷場を作るの
と同時に、ハウスの外でも涼しく出荷作業が出来る作
業場も増設しました。また、今までは日々の仕事で精
一杯で理想があっても難しかったのですが、都心から
近いアクセスを利用して設計士さんや造園屋さんがい
つでも見て分かる見本園や母樹園や、１０年後の植栽が
分かるような見本園も作りたい」と、力強く語ってく
れました。

お二人の
マイブームは？

一憲さん：とりあえず
ドライブですかね。
まさみさん：「どんな
車でもドライブ！行先
はどこの社園さんでも
荷物が積んでいてもド
ライブはドライブです（笑）。車中でコミュニケーショ
ンが取れます」と言う。
最初からずっと夫婦漫才のようでしたが、夫婦って
いいなって思わせてくれるお二人でした。ありがとう
ございました。

皆さんにもお話を伺いました。

会長の齊さんに。息子さんに言いたいこと
や思い出は？

会長の齊さん：「一言
で頑張ること。続ける
ことは大事です」と言
う。会長は平成１７年に
農林水産祭天皇杯を受
賞され、その時、模型
植物園をお持ちした
時、上皇后陛下の美智
子様は、ほとんどの植物の名前をご存知だったことに
驚きましたとすごい思い出を教えてくれました。

会長の奥様の勝代様に昔の思い出は？
勝代さん：「昔はコンテナ部会研修に私もどこにでも
何度も連れて行ってくれました。会長が、“女性も研
修に行った方がいい”と勧めてくれてご婦人が数人参
加するようになっていきました」と楽しそうに話して
くれました。

従業員さんにインタビュー
中川さん：私は入社７、８年目です。草むしりやポッ
トの植え替えや肥料をあげたり出荷もします。家も植
物が多いです。
吉岡さん：私は勤続３８年位です。私は主に種木を切っ
て挿し木にしたりと繁殖作業です。まさみさんが、吉
岡さんは、こなす量が半端ではなくてとても上手。重
い荷物も自ら進んで持ったりするので無理しないで長
く勤めて欲しいと言う。
有働さん：普段は別の事業をしていて、一憲さんと小
学校からの幼馴染。いざという時の助っ人さんで大森

さんはとても助
かっていると言
う。また、空手
の師範で道場で
教えている。

下段左から社長の大森一憲さん、会長の齊さん、会長の奥様
の勝代さん。上段左から有働さん、一憲さんの奥様のまさみ
さん、吉岡さん、中川さん。

君津市の亀山農場

君津の圃場から移植したアカマツ

府中市の新設した作業場

まさに“都会の植木屋さん”と呼ぶに相応しい都心から近い住宅街にある大森畜産㈲緑化部さん。社
長の大森一憲さんの隣には、奥様のまさみさんがずっと寄り添って手伝ってこられたそう。和やかに
肩ひじを張らずに頑張っていらしてます。

府中市の挿し木や実生から育てているハウス

府中市の屋外の圃場

お互いを笑わせ、リスペクトしているご夫婦
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古
賀
さ
ん

で
は
、
日
本

植
木
協
会
の
方
た
ち
の
自
己
紹

介
を
し
ま
す

福
島
さ
ん

現
在
、
協
会
青
年

部
の
部
会
長
を
し
て
、
福
岡
県

田
主
丸
町
で
生
産
流
通
を
し
て

い
ま
す
。
今
、
懐
か
し
く
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
実
は
こ
ち

ら
の
緑
地
環
境
学
科
の
卒
業
生

で
す
。
学
生
の
時
は
、
こ
の
二

丈
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
仲
間
と
共

に
深
く
学
び
、
よ
り
深
く
遊
ん

だ
甲
斐
も
あ
り
、
今
も
植
木
業

界
の
中
で
も
先
輩
後
輩
と
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

久
光
さ
ん

私
は
青
年
部
会
の

福
岡
県
支
部
長
を
し
て
い
ま

す
。
植
木
・
芝
生
生
産
等
を
し

て
い
ま
す
。
高
校
・
短
大
計
５

年
間
は
、
環
境
緑
化
を
勉
強
し

ま
し
た
。
日
本
植
木
協
会
は
植

木
の
生
産
や
流
通
の
団
体
で
す

が
、
緑
化
全
体
や
地
球
環
境
も

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
今
日
は
学
生
さ
ん

に
色
々
と
意
見
を
お
聞
き
し
た

い
で
す
。

古
賀
さ
ん

私
は
協
会
理
事
を

し
て
、
福
岡
県
朝
倉
市
で
卸
と

生
産
を
し
て
い
る
４
代
目
で

す
。
実
は
私
も
西
日
本
短
期
大

学
の
１１
期
生
で
、
５
月
か
ら

は
、
こ
の
二
丈
キ
ャ
ン
パ
ス
で

実
践
授
業
を
教
え
る
教
授
で
す

（
笑
）。
昔
は
、
九
州
地
方
の

緑
化
関
係
の
方
の
７
割
程
の
人

は
、
西
日
本
短
期
大
学
出
身
で

し
た
。
私
も
こ
の
学
校
に
来
た

お
蔭
で
、
沖
縄
か
ら
関
東
ま
で

植
木
を
卸
す
こ
と
が
出
来
て
い

ま
す
。
緑
は
人
の
生
活
や
環
境

に
と
っ
て
、
食
べ
物
と
同
様
に

大
切
な
も
の
と
思
っ
て
日
々
励

ん
で
い
ま
す
。

学
生
さ
ん
は
、

緑
地
環
境
学
を
勉
強

し
た
く
て
入
学
し
て

き
た
！

古
賀
さ
ん

自
己
紹
介

と
、
ど
う
し
て
西
短
の
緑
地
環

境
学
科
を
志
望
さ
れ
た
の
で
す

か
？

小
川
さ
ん

私
は
宮
島
ゼ
ミ
の

Instagram

の
担
当
で
す
。
実

家
は
緑
化
と
は
関
係
は
な
く
、

高
校
の
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

の
活
動
で
、
平
成
２９
年
の
朝
倉

市
豪
雨
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
た
時
に
、〝
こ
れ
は
、
よ
く

見
た
ら
全
て
土
砂
だ
。
土
砂
崩

れ
の
山
肌
を
見
て
〞
〝
自
然
を

再
生
し
な
く
て
は
！
森
や
自
然

を
守
っ
て
い
か
な
く
ち
ゃ
！
〞

と
強
く
感
じ
た
ん
で
す
。
だ
か

ら
自
然
環
境
を
学
ぶ
た
め
に
こ

の
大
学
に
来
ま
し
た
。
…
思
わ

ず
、
み
な
が
拍
手
を
し
て
い
ま

し
た
。

金
澤
さ
ん

私
は
高
校
の
環
境

緑
地
科
で
緑
化
に
興
味
を
持

ち
、
西
短
の
学
校
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
一
目
惚
れ
し
て
入
学
し
ま

し
た
。
今
も
緑
化
を
勉
強
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
面
白
く
、
今
ハ

マ
っ
て
い
る
感
じ
で
す
。
…
ま

た
拍
手
！
で
し
た
。

奥
浜
さ
ん

沖
縄
出
身
で
、
私

も
実
家
は
緑
化
関
係
で
は
な
い

で
す
。
中
学
の
時
に
、
造
園
に

密
着
し
て
い
る
テ
レ
ビ
番
組
を

見
て
興
味
を
覚
え
た
の
が
き
っ

か
け
で
、
造
園
を
学
べ
る
高
校

に
進
学
し
て
造
園
の
仕
事
に
就

く
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、

高
校
の
先
生
に
こ
の
大
学
を
紹

介
さ
れ
て
決
め
ま
し
た
。
沖
縄

を
出
た
い
と
か
の
理
由
で
は
な

く
、
緑
化
を
も
っ
と
勉
強
し
た

か
っ
た
ん
で
す
。
…
ま
た
ま
た

拍
手
！
で
し
た
。

学
生
さ
ん
た
ち
の
志
の
高
さ

に
、
教
授
を
含
め
皆
が
大
絶
賛

で
拍
手
が
続
き
ま
し
た
。
以
前

は
家
業
の
跡
継
ぎ
等
の
理
由
で

緑
化
系
大
学
に
入
学
す
る
方
が

多
か
っ
た
が
、
最
近
は
環
境
や

緑
化
を
勉
強
し
た
い
と
い
う
方

も
多
く
、
特
に
女
性
が
増
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

久
光
さ
ん

皆
さ
ん
の
よ
う
な

志
あ
る
方
が
も
っ
と
増
え
て
、

社
会
に
出
て
き
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
そ
し
て
い
ろ
ん
な
場
所
に

行
っ
て
見
て
ほ
し
い
で
す
。
私

は
学
生
時
代
も
含
め
２０
代
の
大

半
は
東
京
で
、
向
こ
う
に
住
ん

で
い
た
時
、
街
路
樹
が
き
れ
い

で
驚
き
ま
し
た
。
剪
定
や
管
理

方
法
が
、
地
方
と
全
く
違
っ
た

の
で
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

古
賀
さ
ん

東
京
の
街
路
樹

は
、
関
東
ロ
ー
ム
層
の
土
で

育
っ
て
い
て
１０
ｍ
以
上
の
大
き

な
木
が
並
ん
で
い
て
、
都
庁
周

辺
も
見
事
で
す
。
東
京
は
、
勉

強
の
場
と
い
う
以
上
に
目
の
肥

や
し
に
な
り
ま
す
。
最
近
は
、

福
岡
も
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
の

よ
う
に
都
市
緑
化
が
進
ん
で
き

て
い
ま
す
が
、
若
い
人
達
は
東

京
に
行
っ
て
勉
強
す
る
こ
と
も

大
事
で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
書
物
等

の
知
識
で
な
く
、
自
分
の
目
で

見
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て

い
ま
す

現
在
の
地
球
温
暖
化

は
、
植
木
業
界
に
と

っ
て
も
大
き
な
問
題

久
光
さ
ん

先
ほ
ど
皆
さ

ん
虫
取
り
網
を
持
っ
て
い
ま
し

た
が
何
の
研
究
を
し
て
い
た
の

で
す
か
？

金
澤
さ
ん

ゼ
ミ
で
環
境
指
数

を
計
る
た
め
に
、
二
丈
キ
ャ
ン

パ
ス
に
い
る
チ
ョ
ウ
を
探
し
て

い
ま
し
た
。
二
丈
の
辺
り
は
、

普
段
は
街
中
で
見
ら
れ
な
い

チ
ョ
ウ
が
い
る
自
然
環
境
の
よ

い
特
別
な
場
所
で
す
。

久
光
さ
ん

最
近
は
暑
さ
が
異

常
だ
っ
た
り
、
昔
、
教
科
書
に

掲
載
さ
れ
て
い
た
環
境
異
変
の

予
測
事
例
が
、
今
は
現
実
に
日

本
で
も
起
き
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
大
学
で
学
ん
で
い
る
と
い
う

事
は
す
ご
く
大
事
で
す
し
、
こ

れ
か
ら
活
か
さ
れ
る
授
業
だ
と

思
い
ま
す
。

福
島
さ
ん

２０
年
前
は
造
園
工

事
等
の
授
業
が
メ
イ
ン
で
し

た
。
今
は
生
態
系
調
査
の
授
業

と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
環
境

緑
化
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
豪
雨
や

地
球
温
暖
化
の
環
境
変
化
は
、

我
々
植
木
屋
が
一
番
関
わ
っ
て

い
る
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
が
早
く
こ
の
問
題
を
真
摯

に
考
え
て
い
か
な
い
と
、
一
般

企
業
等
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の

み
が
先
行
し
て
し
ま
い
、
本
来

の
問
題
が
薄
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

最
近
の
流
行
は
、

南
国
系
の
植
物
？

古
賀
さ
ん

最
近
の
庭
は

ど
の
よ
う
な
植
栽
が
人
気
で

し
ょ
う
か
？

福
島
さ
ん

今
の
流
行
は
、
や

は
り
南
国
系
の
ヤ
シ
、
コ
コ

ス
、
ド
ラ
セ
ナ
と
か
で
す
か

ね
。
南
国
系
の
植
物
は
、
ず
ぼ

ら
な
方
で
も
管
理
維
持
で
き
ま

す
（
笑
）。
１０
年
程
前
は
福
岡

の
冬
の
寒
冷
で
は
育
て
ら
れ
な

か
っ
た
で
す
が
、
今
は
ヤ
シ
系

で
も
関
東
地
方
で
も
植
栽
し
て

育
っ
て
い
ま
す
。
植
木
屋
と
し

て
は
、
関
東
ま
で
南
洋
植
物
が

売
れ
る
の
は
、
商
売
的
に
は
よ

い
こ
と
で
す
が
、
要
は
地
球
温

暖
化
が
こ
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

お が わ れい

小川 嶺さん
好きな植物「サルスベリ」

かなざわみつよし

金澤光芳さん
好きな植物「ハナミズキ」

おくはまな な み

奥浜七海さん
好きな植物「沖縄では見られない桜吹雪のサクラ」

副学長・教授の宮島淳二さん

教授の髙宮さやかさん

座談会の様子

パスの中庭

集合写真

緑化通信500号特集 座談会
西日本短期大の皆さんに聞く！
「私たちの未来への緑化」

集 座談会
さんに聞く！
への緑化」

日本植木協会会員の出身者も多い西日本短期大学。今回は福岡県糸島市の二丈キャンパスにて緑地環境学科の２年生の学生さん３名と教授２名と、当協会員３名で
「未来の緑化について」対談をしました。学生さんたちの志の高さに感銘を受け、私たちも緑の団体の一員として、緑への使命感を強くした座談会でした。

学科の２年生の学生さん３名と教授２名と、当協会員３名で
一員として、緑への使命感を強くした座談会でした。

ー提供）
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と
い
う
現
実
に
、
単
に
喜
ん
で

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

久
光
さ
ん

最
近
の
夏
の
暑
さ

は
異
常
だ
と
思
い
ま
す
。
確
か

に
輸
入
の
植
物
は
珍
し
い
た

め
、
差
別
化
を
求
め
て
庭
に
植

え
る
若
い
人
た
ち
も
多
い
で
す

が
、
以
前
は
植
え
て
も
寒
さ
で

育
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

最
近
は
沖
縄
地
域
が
南
国
系
の

生
産
地
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
昔
は
、
沖
縄
は
本
州
か
ら

植
木
を
出
荷
し
て
、
そ
れ
を
仮

植
す
る
た
め
の
畑
だ
っ
た
の

が
、
今
は
生
産
の
畑
に
移
行
し

て
、
沖
縄
か
ら
南
国
系
の
植
木

が
来
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
は

日
本
庭
園
が
好
き
な
の
で
す

が
、
今
は
そ
も
そ
も
樹
木
を
植

え
る
場
所
が
な
い
家
が
多
い
で

す
よ
ね
。

色
々
な
国
の
緑
化
や

植
物
を
見
る
こ
と
は

大
切福

島
さ
ん

今
は
な
い
よ

う
で
す
が
、
昔
は
海
外
研
修
が

あ
り
、
海
外
で
剪
定
も
し
た
し

植
栽
を
沢
山
見
ま
し
た
。

古
賀
さ
ん

海
外
を
見
る
こ
と

は
大
事
で
す
。
海
外
を
見
る
と

逆
に
日
本
の
良
さ
が
分
か
り
ま

す
。
中
国
で
は
果
て
し
な
く
地

平
線
ま
で
一
面
に
畑
で
し
た

し
、
メ
イ
ン
の
国
道
わ
き
の
緑

化
は
、
国
道
と
同
じ
幅
の
公
園

が
、
そ
の
国
道
横
に
整
備
さ
れ

て
い
て
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
に
本
当
に
驚
か
さ
れ
ま

す
。

久
光
さ
ん

意
外
と
、
日
本
は

日
本
人
が
思
っ
て
い
る
以
上

に
、
独
特
の
文
化
を
持
っ
て
い

ま
す
。
四
季
が
あ
り
植
物
の
種

類
も
多
い
で
す
し
、
古
く
か
ら

の
歴
史
も
あ
り
ま
す
。
国
に
よ

り
考
え
方
も
違
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
今
の
ド
イ
ツ
な
ど
は
環

境
に
力
を
入
れ
て
い
て
、
街
路

に
Ｃ
Ｏ
２

計
測
器
が
付
い
て
い

た
り
し
ま
す
。

海
外
を
見
る
か
ら
こ
そ
、
日

本
と
世
界
の
違
い
を
再
確
認
で

き
る
の
で
す
。
だ
か
ら
自
分
の

目
で
海
外
を
見
て
、
改
め
て
庭

園
、
造
園
、
植
物
の
仕
事
を
す

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。植

木
協
会
さ
ん
へ

日
本
の
マ
ツ
を
作
り

続
け
て
く
だ
さ
い

久
光
さ
ん

日
本
で
こ
ん

な
庭
を
作
っ
て
み
た
い
と
か
あ

り
ま
す
か
？

奥
浜
さ
ん

私
は
日
本
庭
園
を

造
っ
て
み
た
い
で
す
が
、
そ
の

前
に
日
本
庭
園
を
全
国
各
地
に

沢
山
見
に
行
き
た
い
で
す
。
ツ

ア
ー
で
行
っ
た
兼
六
園
を
も
う

一
度
き
ち
ん
と
見
た
い
で
す

し
、
京
都
の
日
本
の
代
表
的
な

寺
院
の
庭
園
も
見
て
回
り
た
い

で
す
。
故
郷
の
沖
縄
の
庭
は
、

日
本
庭
園
に
あ
る
植
生
と
は
違

い
ま
す
し
、
庭
園
そ
の
も
の
の

造
り
方
も
違
い
ま
す
。

髙
宮
先
生

日
本
庭
園
に
は
マ

ツ
で
す
ね
。
日
本
に
お
い
て
マ

ツ
が
減
少
し
て
は
困
り
ま
す
。

海
岸
端
で
も
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ

の
植
樹
を
し
て
い
ま
す
が
、
協

会
の
方
々
に
は
、
ぜ
ひ
マ
ツ
を

作
り
、
日
本
の
マ
ツ
を
守
り
続

け
て
欲
し
い
で
す
。

奥
浜
さ
ん

沖
縄
に
も
抵
抗
性

の
あ
る
琉
球
マ
ツ
が
必
要
で

す
。
最
近
、
す
ご
く
赤
く
な
っ

て
い
て
い
る
琉
球
マ
ツ
を
見
ま

す
。
米
軍
基
地
周
辺
で
も
見
掛

け
ま
す
が
、
敷
地
内
に
は
入
れ

な
い
と
い
う
問
題
点
も
あ
り
ま

す
が
、
同
様
な
や
り
方
で
、
抵

抗
性
の
あ
る
琉
球
マ
ツ
を
植
え

て
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

宮
島
先
生

そ
う
で
す
。
私
は

以
前
、
熊
本
県
の
試
験
場
で
抵

抗
性
マ
ツ
に
注
入
す
る
線
虫
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
抵
抗
性
マ

ツ
は
手
間
暇
が
掛
か
っ
て
い
る

分
高
価
で
す
が
、
マ
ツ
を
維
持

す
る
た
め
に
必
要
な
の
で
す
。

植
生
や
植
物
を
守
る
た
め
に
、

病
害
虫
に
つ
い
て
知
る
こ
と
も

大
切
な
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら

学
生
に
は
〝
頑
張
っ
て
樹
木
医

を
取
り
ま
し
ょ
う
！
〞
と
言
っ

て
い
ま
す
。（
笑
）

卒
業
し
た
ら
、

緑
に
関
わ
る
仕
事
に

就
き
た
い
！

久
光
さ
ん

将
来
、
ど
う

い
う
事
が
し
た
い
で
す
か
？

小
川
さ
ん

将
来
の
夢
は
２
つ

あ
り
、
１
つ
は
緑
を
戻
し
つ
つ

新
し
い
形
に
変
え
て
い
く
仕
事

で
、
も
う
１
つ
は
緑
を
教
え
る

側
に
立
ち
た
い
で
す
。
僕
は

今
、
〝
緑
を
大
切
に
す
る
〞
と

い
う
自
然
環
境
に
つ
い
て
学
ん

で
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
地
球
環
境

に
い
い
こ
と
し
て
い
ま
す
が
、

〝
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
を
ど
う
後
世

に
残
し
て
い
こ
う
か
〞
と
考
え

る
と
、
〝
教
え
る
〞
と
い
う
形

で
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

金
澤
さ
ん

僕
は
、
日
本
の
緑

地
を
維
持
管
理
し
て
い
る
の

は
、
地
方
自
治
体
な
の
で
、
公

務
員
に
な
っ
て
街
の
緑
を
豊
か

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
森
や

緑
の
中
に
町
を
作
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
の
町
で
す
。
そ
う
い
う

緑
の
町
を
作
り
た
い
の
で
、
公

務
員
と
な
り
街
の
緑
化
を
豊
か

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

奥
浜
さ
ん

私
は
、
日
本
に
お

け
る
お
寺
や
神
社
の
日
本
庭
園

を
残
し
続
け
る
よ
う
な
会
社
や

造
園
会
社
で
働
い
て
、
日
本
の

庭
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

宮
島
先
生

実
は
私
は
昔
か
ら

学
校
の
先
生
に
な
り
た
か
っ
た

の
で
す
。
高
校
の
時
か
ら
生
物

が
好
き
で
原
生
林
に
毎
週
植
物

採
集
に
行
っ
て
、
そ
の
後
も
材

線
虫
を
発
見
し
た
大
先
生
の
も

と
で
研
究
を
重
ね
て
、
今
や
っ

と
こ
の
大
学
で
先
生
と
な
り
、

夢
が
叶
い
ま
し
た
。
…
夢
が

叶
っ
た
ん
で
す
ね
！

夢
を
持
ち
、
そ
の
た

め
の
目
標
を
持
ち
続

け
れ
ば
、
夢
は
叶
う

で
し
ょ
う
。

髙
宮
先
生

本
当
に
素
晴
ら
し

い
で
す
。
今
、
心
か
ら
感
動
し

て
い
ま
す
！

福
島
さ
ん

社
会
人
に
な
っ
て

も
勉
強
の
毎
日
で
す
。
悪
い
先

輩
と
し
て
言
う
な
ら
ば
、
学
生

の
時
も
っ
と
勉
強
し
て
お
け
ば

よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す

（
笑
）。

久
光
さ
ん

そ
う
い
う
こ
と
っ

て
後
か
ら
気
が
付
く
も
の
で
す

よ
ね
。
夢
が
あ
っ
て
も
様
々
な

理
由
に
よ
り
途
中
で
断
念
し
て

し
ま
う
人
も
多
い
で
す
が
、
若

い
時
か
ら
自
分
の
夢
を
周
り
に

話
し
て
い
た
人
達
は
夢
を
叶
え

て
い
る
人
が
多
い
で
す
。

古
賀
さ
ん

夢
を
持
ち
、
そ
の

た
め
の
目
標
を
持
ち
続
け
れ
ば

必
ず
夢
が
叶
う
で
し
ょ
う
。
一

緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

西
日
本
短
期
大
学

緑
地
環

境
学
科
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
互
い
夢
に
向
か
っ
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

二丈キャン

緑化通信500号特集 座談会
西日本短期大の皆さんに聞く！
「私たちの未来への緑化」

緑化通信500号特集
西日本短期大の皆さ
「私たちの未来へ

日本植木協会会員の出身者も多い西日本短期大学。今回は福岡県糸島市の二丈キャンパスにて緑地環境学科の２年生の学生さん３名と教授２名と、当協会員３名で
「未来の緑化について」対談をしました。学生さんたちの志の高さに感銘を受け、私たちも緑の団体の一員として、緑への使命感を強くした座談会でした。
日本植木協会会員の出身者も多い西日本短期大学。今回は福岡県糸島市の二丈キャンパスにて緑地環境学
「未来の緑化について」対談をしました。学生さんたちの志の高さに感銘を受け、私たちも緑の団体の一

圃場（㈲福岡緑化情報センターミドリヒョウモン（雄）（Instagram 西短宮島ゼミ提供）

環境指数を計るためのチョウの採取

理事の古賀晃さん
（㈲大福・福岡）

青年部会長の福島啓輔さん
（㈲福岡緑化情報センター・福岡）

青年部会福岡支部長の久光泰輔さん
（久光農園・福岡）

二丈キャンパスの中庭での取材風景
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あなたの夢・あたためている作品を形にしてみませんか？
皆さまの本作り-準備から納本まで-誠意をもってお受けします。

関 東 図 書 の
自費出版

〒336-0021 さいたま市南区別所3-1-10
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あなたの夢 せんか？夢・あたためている作品を形にしてみませ

あなただけの本を作りませんか?あなただけの本を作りませんか?
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わたし
たちに

おまか
せくだ

さい！

日
本
列
島
植
木
植
物
園
運

営
委
員
会
の
視
察
研
修
会
を

令
和
５
年
５
月
３１
日
㈬
〜
６

月
１
日
㈭
、
晴
天
に
恵
ま
れ

て
北
日
本
菅
与
㈱
さ
ん
の
青

森
県
の
圃
場
と
、
岩
手
県
の

小
岩
井
農
牧
㈱
さ
ん
の
見
本

園
と
圃
場
、
㈱
み
ち
の
く
ビ

オ
ト
ー
プ
さ
ん
の
胆
沢
圃
場

に
参
加
者
女
性
４
名
を
含
む

３６
名
で
研
修
視
察
を
実
施
し

ま
し
た
。
３１
日
の
懇
親
会
で

は
、
初
対
面
の
人
も
多
い
中
、

親
睦
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

「
北
日
本
菅
与
㈱
様
」

１
日
目
は
、
午
後
か
ら
新
幹

線
組
は
二
戸
駅
、
飛
行
機
組
は

花
巻
空
港
に
そ
れ
ぞ
れ
集
合
し

て
、
北
日
本
菅
与
㈱
の
青
森
県

の
出
荷
場
兼
仮
植
え
場
に
伺
い

ま
し
た
。
最
初
は
ハ
ウ
チ
ワ
カ

エ
デ
、
ノ
ム
ラ
モ
ミ
ジ
な
ど
の

カ
エ
デ
類
の
大
径
木
や
曲
が
り

く
ね
っ
た
ア
カ
マ
ツ
、
ク
ロ
マ

ツ
の
古
木
を
見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
モ
ミ
ジ
な

ど
の
高
木
、
ア
オ
ダ
モ
な
ど
の

中
低
木
の
視
察
、
２
つ
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
山
採
り
現
場
に

向
か
い
ま
し
た
。
モ
ミ
ジ
高
木

コ
ー
ス
で
は
、
樹
皮
の
美
し
い

シ
ラ
カ
バ
、
ハ
ク
ウ
ン
ボ
ク
、

モ
ミ
ジ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
を
見
な

が
ら
、
需
要
の
多
い
樹
種
、
樹

形
、
出
荷
手
順
な
ど
の
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

清
々
し
い
空
気
に
包
ま
れ
、
初

夏
の
美
し
い
天
然
落
葉
樹
を
楽

し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「
小
岩
井
農
牧
㈱
様
」

２
日
目
は
、
朝
８
時
に
出
発

し
て
大
型
バ
ス
に
て
小
岩
井
農

牧
㈱
に
行
き
ま
し
た
。
足
澤
緑

化
部
長
を
は
じ
め
佐
々
木
様

（
女
性
２
名
）
３
名
の
方
に
場

内
を
案
内
し
て
頂
き
ま
し
た
。

農
場
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
大

径
木
の
モ
ミ
ジ
、
カ
ツ
ラ
、
コ

ナ
ラ
な
ど
が
点
在
す
る
圃
場
に

は
、
サ
ク
ラ
、
モ
ミ
ジ
、
ア
オ

ダ
モ
、
ナ
ツ
ハ
ゼ
な
ど
の
落
葉

樹
が
多
数
生
産
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
一
部
の
エ
リ
ア
で

は
、
植
木
の
耐
寒
テ
ス
ト
を

行
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

近
年
の
傾
向
と
し
て
ア
オ
ダ

モ
の
需
要
が
増
え
山
採
も
始
め

た
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後

バ
ス
に
乗
車
し
重
要
文
化
財
の

農
場
施
設
２１
棟
の
一
部
を
見
学

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
特
に
木

造
四
階
建
て
の
巨
大
倉
庫
「
四

階
倉
庫
」
は
圧
巻
の
存
在
感
で

し
た
。

最
後
に
岩
手
山
を
背
景
に
緑

の
大
地
に
根
を
張
る
有
名
な
一

本
桜
（
エ
ゾ
ヒ
ガ
ン
）
の
前
で

記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。
小
岩

井
農
場
１
３
０
年
の
歴
史
と
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し

た
。昼

食
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
牛

肉
ラ
ン
チ
は
美
味
し
く
、
食
後

は
濃
厚
だ
け
ど
後
味
が
甘
く
な

い
絶
品
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を

多
く
の
人
が
食
べ
て
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

「
㈱
み
ち
の
く
ビ
オ
ト
ー
プ
胆

沢
圃
場
様
」

２
日
目
の
午
後
の
視
察
は
、

周
囲
は
ス
ギ
、
ド
イ
ツ
ト
ウ
ヒ

な
ど
の
高
木
の
防
風
林
で
囲
ま

れ
て
お
り
、
広
大
な
面
積
で
あ

り
な
が
ら
、
フ
ラ
ッ
ト
で
作
業

効
率
の
良
い
圃
場
だ
と
思
い
ま

し
た
。
圃
場
に
は
、
プ
ン
ゲ
ン

ス
ト
ウ
ヒ
類
、
ジ
ュ
ー
ン
ベ
リ

ー
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
桜
、
ド
イ

ツ
ト
ウ
ヒ
な
ど
が
多
数
生
産
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
ド
イ
ツ

ト
ウ
ヒ
の
樹
形
、
葉
色
が
美
し

い
の
が
印
象
的
で
し
た
。
さ
ら

に
奥
に
進
む
と
、
ア
オ
ハ
ダ
、

ア
オ
ダ
モ
、
ア
ズ
キ
ナ
シ
な
ど

の
山
採
り
樹
種
が
植
え
付
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
ア
オ
ダ

モ
は
多
数
あ
り
、
樹
高
、
樹
形

も
様
々
で
し
た
。
参
加
者
の
皆

さ
ん
も
興
味
津
々
で
し
た
。

３
カ
所
と
も
時
間
目
一
杯
に

視
察
し
た
充
実
し
た
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
ご
協
力
ご
理
解
し

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
来
年
も
さ
ら
な
る

充
実
な
研
修
を
目
指
し
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

第
４０
回
全
国
都
市
緑
化
仙
台

フ
ェ
ア
「
未
来
の
杜
せ
ん
だ
い

２
０
２
３
〜F

eel
G
reen!

〜
」
が
、
２
０
２
３
年
４
月
２６

日
㈬
〜
６
月
１８
日
㈰
の
閉
幕
ま

で
、
色
と
り
ど
り
の
花
や
緑
、

に
ぎ
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
青
葉
山

公
園
追
廻
地
区
だ
け
で
な
く
、

西
公
園
南
側
地
区
会
場
、
広
瀬

川
地
区
会
場
の
ほ
か
連
携
会
場

と
仙
台
市
全
域
で
花
や
緑
、
自

然
の
恵
み
が
体
感
で
き
る
フ
ェ

ア
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
植
木

協
会
の
宮
城
県
支
部
の
㈱
ガ
ー

デ
ン
二
賀
地
の
田
中
秀
穂
さ
ん

が
参
加
し
ま
し
た
。
室
内
で
も

新
生
ハ
イ
ド
ロ
カ
ル
チ
ャ
ー
を

使
用
し
て
植
木
が
育
つ
こ
と
を

メ
イ
ン
会
場
の
あ
ら
ゆ
る
所
に

植
木
を
展
示
し
紹
介
し
ま
し

た
。
会
場
内
の
植
木
も
元
気
に

青
々
と
生
育
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
フ
ェ
ア
終
了
後
に
、
協
会

の
宮
城
県
支
部
長
宛
て
に
仙
台

市
長
様
と
（
公
財
）
都
市
緑
化

機
構
様
よ
り
お
礼
状
を
頂
き
ま

し
た
。

日
本
列
島
植
木
植
物
園
運
営
委
員
会

㈱みちのくビオトープさん

地
方
か
わ
ら
版

地
方
か
わ
ら
版

春
の
日
本
列
島
植
木
植
物
園
運
営
委
員
会
の

東
北
視
察
研
修
５
／
３１
〜
６
／
１
参
加
者
３６
名

第
４０
回
全
国
都
市
緑
化
仙
台
フ
ェ
ア
に

宮
城
県
支
部
長
の
田
中
秀
穂
さ
ん（
㈱
ガ
ー
デ
ン
二
賀
地
）が
参
加

委
員
長

古
川

和
生
古
川
庭
樹
園
（
大
阪
府
）

北日本菅与㈱さん

仙台駅前の一面のペチニュアは
ガーデン二賀地さんの自動給水システム

集合写真 小岩井農牧㈱にて

小岩井農牧㈱さん

田中秀穂さんはガーデンガー
デンという園芸ショップを宮城
県に数店舗出店されております
が、ガーデンガーデン愛子本店
の一部を紹介します。外には大
きな植木から小さな苗木、今人
気の多肉植物等、一日中居ても
飽きないほどの品数があり、
ショップ内には輸入雑貨から植
物に合わせた家具も取り扱って
います。美味しいソフトクリー
ムショップや遊具もありお子様
も一緒に楽しめます。

せんだい緑化フェアの屋内展示
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ロンドンの新名所となった自然再生事業
（ロンドン・ウエットランドセンター）ウエットランドセンタ ）ウ ットラ ド タ ）

滋賀県立大学環境科学部環境政策・計画学科教授 上河原 献 二

連載「西欧自然環境保全の旅」 第3回 ◆プロフィール
1984年東北大学法学部卒業、
環境庁入庁。
2013年より滋賀県立大学環境
科学部環境政策・計画学科教
授として、環境法・環境政策を
教える。現在は、侵略的外来生
物管理法制度など自然保護法
制度の国際比較を中心に研究。

素描挿話。
～すてきな花達に魅せられて

⑱ヤナギラン
小岩井農牧㈱（岩手県）　

たる  さわ ただし

足 澤　匡

ロンドンの繁華街の中心、ピカデリーサーカスか
ら南西に８キロほどのところに、野鳥の楽園ロンド
ン・ウェットランドセンター（以下「センター」）が
あります（写真１）。２０００年に開園して、年間約２０
万人が訪れるロンドンの新しい名所となっていま
す。
そこは、元々ロンドンに上水道を供給するために

１９世紀末に建設されコンクリート張りの４２ha の大
規模な貯水池だったのです。２０世紀に入ると、水鳥
の越冬地として著名になりました。そのため１９７０年
代には、「学術研究上重要地」（Sites of special
scientific interest：SSSI）に指定されました。しか
し、１９８９年に貯水池としての役割は終りました。水
鳥・湿地トラスト（Wildfowl & Wetlands Trust：
WWT）の創設者であったピーター・スコット卿（写
真２）は、当時、ロンドン地域での野鳥保護区の形
成を構想していました。そこに、この役割を終えた
貯水池の情報が知人より伝えられたのです。そして
WWTと貯水池を所有するテムズ・ウォーター社と
で話合いが持たれました（イギリスでは上下水道事
業が民営化されています。）。その結果、隣接するテ

ムズ・ウォーター社所有地９ha を宅地
開発して得られる利益１１００万ポンドを活
用して、貯水池を新しい湿地に転換する
事業が行われることになりました。パン
フレットによると現在の同センターの面
積は４５ha なので、東京港野鳥公園（３６
ha）、谷津干潟（４０ha）より少し広いほ
どです。
１９９５年に地元自治体の計画承認を得
て、同年１１月から工事が始まりました。
多様な水鳥が生息できるように多様な形
態の湿地が整備されました（写真３）。
そしてイギリスの植生分類に基づいて自
然状態を模して植物が植えられました。
それらはその後、見事に成長していま
す。そして地元ボランティア・グループ
の協力を得て、ロンドン地域でもっとも
詳細といわれる動植物調査が行われてい
ます。
生えてきた植物の中には招かざる客も
ありました。１９９８年に南米原産の侵略的

外来水生植物オオバナミズキ
ンバイが確認されたのです。
植栽したときに紛れてきたの
ではとの見方もありますが、
水鳥によって種子が運ばれた
可能性があると私たちは推察していま
す。イギリスの野外における初確認でし
た。見つけたのは、WWTのボランティ
アでした。それをロンドン地域の植物相
を記録する役割を担っていた著名なアマ
チュア植物学者 R. Burton 氏が同定しま
した。同氏がその報告記事の中で、オオ
バナミズキンバイがフランスで大繁茂し
て深刻な害をもたらしていることを警告
したのも立派です。外来生物管理を含め
てイギリスにおける自然保護は分厚い市
民ナチュラリストの存在に支えられてい
ます。手作業による引抜に加えて除草剤
も慎重に活用して、２０１０年にはセンター
のオオバナミズキンバイは地域根絶状態
に至りました。
センターには、大小の観察舎（写真４）
の他、日本の自然観察施設では余り見か
けない立派な食堂もあります。そのた
め、昼食の心配をせずにゆったりと過ご

すことができます。また職員数も約４０名（多少の季
節変動有）と多いのです。日本との違いの背景にあ
ると思われるものの一つに、使用料があります。日
本の自然観察施設では、利用料を徴収している場合
でも大人一人数百円であるのに対して、センターは
大人一人１７ポンド（約３０００円）と比較的高額です（昨
今の円安も強く効いていますね。）。
センターは、大都市における自然再生の成功事例
とされています。整備水準の高さや活発なボラン
ティア活動など、学ぶことがあると思います。
（参考文献）
D. Goode（２０１４）Nature in Towns and Cities.
R. Bullock et al.（２０２１）WWT London Wetland
Centre ‒ the first２０years, British Wildlife,３２（８）,５８４-
５９１.
Richard Bullock（２０１１）The End of a Golden Era …
and a Good Thing Too, ５３BIODIVERSITY NEWS（５３）,
３２-３３.
R. M. Burton（１９９９）Botanical Records for １９９８,
THE LONDON NATURALIST（７８）１９９-２００.

「ヤナギラン Chamerion angustifolium 」は、アジア～北アメリカ～ヨーロッパの北
半球に広く分布していますが、日本では本州以北の亜高山～山地に自生する多年草
で、山火事後や森林伐採後などに群落をつくるフロンティア的な植物です。高山の湿
地などにも見られ、登山ハイカーなどに人気があります。植物名は「ヤナギ（柳）」＋
「ラン（蘭）」ですが、ヤナギの仲間でも、ランの仲間でもありません。ヤナギのよう
な葉でランのような花が咲くことから名付けられたようですが、安直ですよね。ヤナ
ギの仲間でなくても「ヤナギ」が付いている植物は、ビョウヤナギ、ユキヤナギ、ク
マヤナギ、ヤナギタデ、ミチヤナギ、ルリヤナギ、ヤナギバトラノオ、などがすぐ浮

かびます。また、「ラン」が付く植物は、スズラン、オリヅルラン、ノシラン、ハラン、ヤブラン、リュウゼツラン、キミ
ガヨラン、タケシマラン、などがありますが、「ヤナギ」、「ラン」、それぞれの知名度が高いために、強引に名付けられてい
るような気がします。中には全く似ていない植物もありますよね。ちなみに、「ヤナギラン」はアカバナ科で、花の色は違
いますが、オオマツヨイグサなどのマツヨイグサ（宵待草、月見草、）の仲間の花と形が似ている気がします。もし見る機
会があったなら、よく観察してみて下さい。
ちなみに、このスケッチを描いたのは、岩手県宮古市区界高原ですが、日本に自生している山野草なのに、花の色や形、
葉の色などが、とても洋風で、園芸的に作られた花のように見えました。また、群落を作っていたために、自生していると
は考えられず、人為的に植えられた植栽のように感じました。このように特徴的な花なのに、「ヤナギラン」は、全く安直
ですよね。もう少し花の素晴らしさを表現する名前を付けてあげればいいのに・・・、と思うのは私だけ・・・。この花に
限らず、高い山々を登山した時に、足元に咲き乱れる高山植物は、俗世間から離れ、神々の住む世界に咲く、とても気高い
高貴な花に見えるのも、私だけでしょうか？・・・。いろいろと書きましたが、植物に対する興味は尽きませんね。だから、
楽しいです。 岩手県宮古市区界にて

写真３．多様性のある湿地の眺め：上河原撮影（２０１６）

写真４．３階建て観察塔：上河原撮影（２０１６）

写真２．ピーター・スコット卿の銅像：上河原撮影（２０１６）

写真１．ビジターセンター外観：上河原撮影（２０１６）
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令
和
５
年
７
月
１４
日
・
１５
日
、

神
奈
川
県
に
て
青
年
部
関
西
支

部
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夏
本
番
を
迎
え
、
わ
く
わ
く
す

る
よ
う
な
気
持
ち
の
中
、
今
回

は
神
奈
川
県
の
４
社
園
を
訪
問

し
ま
し
た
。

ま
ず
１
日
目
は
、
米
屋
農
園

と
㈲
古
屋
植
木
を
視
察
し
ま
し

た
。米

屋
農
園
で
は
、
古
木
オ
リ

ー
ブ
を
は
じ
め
、
よ
く
目
に
す

る
植
木
も
、
米
屋
農
園
に
あ
る

も
の
は
印
象
が
驚
く
ほ
ど
違

い
、
植
木
の
可
能
性
に
気
づ
か

さ
れ
る
視
察
で
し
た
。
ま
た
、

視
察
の
中
で
四
代
目
で
あ
る
小

川
達
也
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

「
主
役
よ
り
も
脇
役
の
植
木
を

探
す
方
が
楽
し
い
。」
と
い
う

言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
主
役
は
誰
も
が
納
得
す
る

も
の
、
脇
役
は
主
役
を
引
き
立

た
す
も
の
。
光
の
当
た
っ
て
い

な
い
植
木
に
も
価
値
は
あ
り
、

そ
れ
を
見
つ
け
出
し
た
い
と
目

を
輝
か
せ
る
お
姿
に
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。

㈲
古
屋
植
木
で
は
、
植
木
の

生
産
と
と
も
に
世
界
中
か
ら
仕

入
を
行
い
、
空
間
の
イ
メ
ー
ジ

に
合
っ
た
植
木
を
提
供
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
数
多
く
の
植
木
が

並
ぶ
圃
場
は
、
見
て
い
て
宝
探

し
の
よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま
し

た
。
次
々
と
新
し
い
植
木
を
見

つ
け
出
す
セ
ン
ス
と
、
世
に
送

り
出
し
て
い
く
発
信
力
に
改
め

て
驚
か
さ
れ
、
勉
強
に
な
る
時

間
で
し
た
。

２
日
目
の
視
察
は
、
㈱
小
島

植
物
苑
と
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｓ
Ｏ

Ｆ
Ａ

Ｒ
Ｍ
で
す
。

㈱
小
島
植
物
苑
の
小
島
社
長

は
、
関
西
支
部
長
の
今
里
さ
ん

の
同
級
生
で
も
あ
り
、
和
気
あ

い
あ
い
と
視
察
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
小
島
植
物
苑
の

圃
場
は
、
ま
る
で
広
い
庭
園
の

よ
う
で
、
様
々

な
樹
種
が
う
ま

く
調
和
し
て
い

て
植
栽
の
イ
メ

ー
ジ
が
自
然
と

湧
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
植
木

に
と
て
も
重
要

な
〝
土
〞
を
生

産
販
売
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
知

り
ま
し
た
。
最
近
の
植
栽
現
場

は
砕
石
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
た
め
、
こ
の
土
が
大
活
躍

す
る
の
で
す
。
植
物
を
街
中
に

動
か
す
以
上
、
少
し
で
も
植
物

が
生
き
や
す
い
環
境
を
作
る
べ

き
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。Ｓ

Ｏ
Ｌ
Ｓ
Ｏ

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ

は
、
土
日
祝
日
の
み
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

す
る
フ
ァ
ー
ム
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
、
毎
週
末
た
く
さ
ん
の
人
で

賑
わ
う
お
店
は
、
ま
さ
に
〝
み

ど
り
の
楽
園
〞
で
し
た
。カ

フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
に
は
天
井
を
埋

め
尽
く
す
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、

奥
に
進
む
と
子
供
が
わ
く
わ
く

す
る
よ
う
な
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
、

セ
ル
フ
で
ポ
ッ
ト
に
好
き
な
植

物
を
植
え
て
持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｓ
Ｏ

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
の
デ

ザ
イ
ン
力
と
企
画
力
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
植
物
と
共
存
し
て

い
る
感
覚
に
な
る
こ
の
空
間

は
、
植
物
に
興
味
の
な
い
人
に

も
き
っ
と
魅
力
が
伝
わ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
も
植

物
を
届
け
る
一
因
と
し
て
、
と

て
も
刺
激
的
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
語
り
つ
く
せ
ま
せ

ん
が
、
こ
の
よ
う
に
大
変
濃
厚

な
２
日
間
を
過
ご
し
、
無
事
、

関
西
支
部
研
修
会
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
視
察
以
外

で
も
、
懇
親
会
で
神
奈
川
県
の

美
味
し
い
お
酒
と
ご
飯
を
頂
き

な
が
ら
交
流
を
深
め
、
皆
様
と

過
ご
す
時
間
は
と
て
も
有
意
義

な
も
の
で
し
た
。

こ
の
度
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
、
そ
し
て
、
神
奈
川
県

視
察
を
企
画
く
だ
さ
い
ま
し
た

関
西
支
部
長
の
今
里
様
に
は
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
実
り
あ
る
時
間
を
昇
華

さ
せ
、
次
回
の
研
修
会
に
は
成

長
し
た
姿
を
お
見
せ
で
き
る
よ

う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

令
和
５
年
６
月
７
日
に
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
国
営
海
の

中
道
海
浜
公
園
で
開
催
し
た
の

で
報
告
し
ま
す
。

ま
ず
、
今
回
の
研
修
を
企
画

し
た
目
的
を
国
土
交
通
省
九
州

地
方
整
備
局
と
九
州
緑
化
協
議

会
と
の
緑
化
懇
談
会
に
提
出
す

る
提
案
事
項
の
実
証
及
び
実
験

が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検

証
す
る
た
め
の
研
修
と
し
ま
し

た
。九

州
緑
化
協
議
会
と
は
、（
一

社
）
日
本
造
園
建
設
業
協
会
九

州
総
支
部
・
（
一
社
）
ラ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協

会
九
州
支
部
・
（
一
社
）
日
本

公
園
施
設
業
協
会
九
州
・
沖
縄

支
部
・
（
一
社
）
日
本
植
木
協

会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
四
社
団
で

形
成
し
、（
一
社
）
日
本
造
園

建
設
業
協
会
総
支
部
長
執
行
氏

を
会
長
と
す
る
団
体
で
す
。

こ
れ
ま
で
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
数
々
の
提
案
を
し
、
国
土
交

通
省
九
州
地
方
整
備
局
に
採
用

し
て
頂
い
た
経
緯
が
あ
り
、
今

後
の
提
案
も
採
用
し
て
頂
け
る

よ
う
役
員
会
で
提
案
事
項
を
協

議
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の

Ｄ
Ｘ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
自
動
化
や

遠
隔
作
業
の
取
り
組
み
で
の
提

案
が
植
木
生
産
で
は
非
常
に
難

し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
結

論
に
達
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

国
交
省
建
政
部
建
設
専
門
官
宇

川
氏
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
快
く

聞
き
入
れ
て
頂
き
、
国
営
海
の

中
道
海
浜
公
園
事
務
所
小
島
事

務
所
長
と
面
談
さ
せ
て
頂
け
る

事
と
な
り
ま
し
た
。

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
カ
ー

ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
導
入
や
地
域

性
植
物
の
採
用
な
ど
緑
化
樹
に

関
す
る
提
案
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
超
え
る
べ
き

高
い
壁
が
あ
り
植
木
協
会
全
体

で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

成
し
え
な
い
も
の
と
確
信
し
ま

し
た
。
そ
の
懇
談
中
、
極
め
て

厳
し
い
生
育
環
境
で
の
ク
ロ
マ

ツ
植
栽
を
し
た
エ
リ
ア
・
更
新

時
期
の
近
づ
い
た
パ
ー
ム
・
間

伐
適
期
を
過
ぎ
た
人
工
林
が
国

営
海
の
中
道
海
浜
公
園
内
に
存

在
す
る
こ
と
が
分
か
り
、
各
エ

リ
ア
を
視
察
研
修
さ
せ

て
頂
け
る
事
と
な
り
ま

し
た
。

研
修
当
日
参
加
者
二

十
五
名
は
国
営
公
園
管

理
事
務
所
小
島
事
務
所

長
・
上
村
調
査
設
計
課

長
に
公
園
を
案
内
し
て

頂
き
視
察
、
公
園
内
に

あ
る
森
の
家
研
修
室
で

課
題
を
検
討
し
後
日
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
課
題

を
精
査
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
で
は「
更

新
時
期
の
近
づ
い
た
パ
ー
ム
に

つ
い
て
」「
極
め
て
厳
し
い
生

育
環
境
で
の
ク
ロ
マ
ツ
植
栽
に

つ
い
て
」「
間
伐
適
期
の
過
ぎ

た
人
工
林
に
つ
い
て
」
の
三
項

目
に
対
し
て
実
証
実
験
を
し
、

国
土
交
通
省
九
州
整
備

局
に
提
案
の
意
義
が
あ

る
と
思
う
か
？
と
い
う

質
問
に
多
く
の
意
見
を

頂
き
ま
し
た
。
今
後
は

こ
の
回
答
を
も
と
に
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会
で

検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

研
修
終
了
後
は
視
察

に
参
加
で
き
な
か
っ
た

会
員
を
交
え
博
多
駅
近

く
の
居
酒
屋
で
懇
親
会

を
行
い
、
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
こ
の
研
修
は

植
木
生
産
だ
け
で
は
見

つ
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
問
題
点
や
植
栽
で
の

苦
労
、
育
成
管
理
の
難

し
さ
を
現
実
と
し
て
見

る
こ
と
が
で
き
る
と
て

も
良
い
視
察
研
修
で
し

た
。企

画
の
立
案
か
ら
ご

協
力
頂
い
た
国
営
海
の
中
道
海

浜
公
園
管
理
事
務
所
の
関
係
者

様
・
ま
た
、
当
日
の
バ
ス
や
懇

親
会
場
の
手
配
を
し
て
頂
い
た

㈱
Ｎ
Ｏ
Ｅ
様
に
お
礼
申
し
上
げ

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
報
告
と

い
た
し
ま
す
。

会員動向
代表者変更
�()新 瀧沢政巳

㈱清紫園（群馬県）
�()新 川﨑和哉

㈱川﨑緑化センター（鹿児島県）
担当者変更
�()新 久保山善文

㈲球磨緑地（熊本県）

退会
㈲郡山養樹園（鹿児島県）

訃 報
岡部長亀 様（岡部由弥氏の御尊父様）
岡部農園（東京都）
令和５年６月２８日没
享年８６歳

SOLSO FARMさん

米屋農園さん

地
方
か
わ
ら
版

地
方
か
わ
ら
版

極めて厳しい生育環境でのクロマツ植栽

森の家での課題検討会

青
年
部
会
だ
よ
り

令
和
５
年
度
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会
実
施
報
告

青
年
部
会
関
西
支
部
研
修

神
奈
川
視
察

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
長

酒

見

博

文

㈲
酒
見
緑
化
園
（
大
分
県
）

中

村

美

岐

グ
ン
ゼ
グ
リ
ー
ン
㈱
（
兵
庫
県
）

㈲古屋植木さん

左が中道海浜公園事務所小島事務所長、右が上村調査設計課長 研修風景

㈱小島植物苑さんにて集合写真（中村さんは左から２人目）

植え替え時期が近付いたパーム

㈱小島植物苑さん


